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恒 心

★
野
田
首
相
が
3
回
目
の
内
閣
改
造
を
行
っ

た
。
人
材
不
足
の
民
主
党
。
身
体
検
査
を
慎

重
に
、
厳
し
く
す
れ
ば
組
閣
が
出
来
な
い
た

め
に
、多
少
問
題
あ
り
と
思
わ
れ
る
人
で
も
、

閣
僚
に
任
命
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

法
務
大
臣
に
就
任
し
、
僅
か
3
週
間
余
り
で
辞
任
し
た
田

中
慶
秋
法
務
大
臣
な
ど
典
型
的
な
例
で
あ
る
。
★
こ
の
大

臣
、
参
議
院
決
算
委
員
会
で
、
自
民
党
の
議
員
の
出
席
要

求
が
あ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
当
日
大
臣
と
し
て
の
公
務

が
あ
っ
て
ど
う
し
て
も
委
員
会
に
出
席
出
来
な
い
と
、
と

う
と
う
欠
席
し
て
し
ま
っ
た
。
憲
法
63
条
に
は
国
務
大
臣

は
答
弁
の
た
め
出
席
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
出
席
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
明
記
し
て
あ
る
。
★
当
日
大
臣
は
、

公
務
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
国
会
へ
出
席
出
来
な
い
ほ
ど

の
大
事
な
公
務
で
は
な
い
こ
と
は
、
決
算
委
員
会
の
理
事

た
ち
は
十
分
わ
か
っ
て
お
り
、
大
臣
欠
席
の
理
由
を
苦
し

紛
れ
に
説
明
す
る
法
務
省
官
房
長
が
気
の
毒
に
思
え
て
仕

方
が
な
か
っ
た
。
★
田
中
大
臣
は
22
年
前
、
県
会
議
員
時

代
に
暴
力
団
関
係
者
の
子
供
の
仲
人
を
し
た
、
つ
い
最
近

ま
で
暴
力
団
関
係
者
と
親
し
く
交
際
し
て
い
た
、
さ
ら
に

地
元
に
居
住
す
る
外
国
人
か
ら
献
金
を
し
て
貰
っ
て
い
た

こ
と
が
、週
刊
誌
で
暴
露
さ
れ
た
。
大
臣
は
国
会
に
出
て
、

そ
の
真
実
を
語
り
、
も
し
間
違
っ
た
こ
と
を
し
て
い
た
な

ら
ば
、
謝
罪
を
し
、
訂
正
を
す
れ
ば
よ
い
と
思
っ
た
が
、

結
局
1
回
も
国
会
に
顔
を
見
せ
な
か
っ
た
。
★
田
中
大
臣

は
余
程
精
神
的
に
参
っ
た
の
か
、
病
気
と
称
し
て
、
病
院

に
駆
け
込
み
、
挙
句
の
果
て
に
辞
表
を
提
出
、
大
臣
を
辞

め
て
し
ま
っ
た
。
田
中
大
臣
、
顔
は
い
か
つ
い
が
意
外
に

気
が
弱
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
民
主
党
内

閣
の
閣
僚
は
お
粗
末
の
限
り
で
あ
る
。
一
体
何
人
が
途
中

で
、
大
臣
の
座
を
投
げ
捨
て
た
の
か
。
政
治
家
の
1
人
と

し
て
恥
ず
か
し
い
限
り
だ
。

「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
法
案
」
賛
成
の
見
返
り
に
、
解
散
総
選

挙
を
求
め
た
谷
垣
自
民
党
総
裁
に
、
野
田
首
相
は
近
い
う
ち
に
解
散
総

選
挙
を
実
施
す
る
と
約
束
し
た
。
野
田
首
相
は
そ
こ
ま
で
は
っ
き
り
と

谷
垣
氏
に
言
質
を
与
え
て
い
な
い
と
言
う
が
、
正
直
な
谷
垣
氏
が
嘘
を

つ
く
は
ず
が
な
い
。
嘘
を
つ
い
て
い
る
の
は
野
田
首
相
。
さ
す
が
に
嘘
つ

き
野
田
と
言
わ
れ
る
の
が
こ
た
え
て
い
る
の
か
、
特
例
公
債
法
案
の
成

立
、
衆
議
院
定
数
削
減
の
確
約
を
条
件
に
、
16
日
に
解
散
す
る
と
安
倍

総
裁
と
の
党
首
討
論
で
表
明
し
た
。
予
想
外
に
早
い
展
開
で
あ
っ
た
。

民
主
党
政
権
が
誕
生
し
て
3
年
余
り
、
稚
拙
な
政
権
運
営
で
東
日
本
被

災
地
の
復
興
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
3
割
し
か
達

成
で
き
ず
、
外
交
で
は
日
米
間
に
大
き
な
亀
裂
を
生
じ
さ
せ
、
日
中
関

係
は
最
悪
の
状
態
で
あ
る
。
民
主
党
に
1
票
を
投
じ
た
人
も
こ
ん
な
筈

で
は
な
か
っ
た
と
後
悔
し
て
い
る
。
ま
し
て
や
多
く
の
国
民
は
こ
の
政
権

が
続
け
ば

日
本
の
国

が
危
う
く

な
っ
て
し

ま
う
の
で

は
な
い
か

と
心
配
し

て
い
る
。

よ
う
や
く

国
民
に
信

を
問
う
時

期
が
や
っ

て
来
た
。

年
末
に
は

政
権
交
代

の
可
能
性

が
高
い
。

気
分
一
新
を
求
め
る
有
権
者

解散時期をめぐって激しくやりあう安倍総裁と野田首相

総選挙12月4日公示、16日投票
窮地に追い込まれた民主党政権

総選挙12月4日公示、16日投票
窮地に追い込まれた民主党政権
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二
ノ
湯
委
員
、

決
算
委
員
会
の
筆
頭
理
事
候
補

1
回
も
開
会
せ
ず
、
解
散
か

野
党
の
追
及
に
遭
い
、

苦
し
い
答
弁
を
す
る
田
中
文
科
大
臣

sssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssss

波 高 し 尖 閣 諸 島 問 題

田
中
文
科
大
臣
の

　
　
　
ド
タ
バ
タ
劇

大
学
不
認
可
か
ら
一
転
撤
回
へ

難
し
い
平
穏
か
つ

安
定
的
な
管
理

大
学
設
置
・
学
校
法
人
審
議
会
が
、
文

科
大
臣
に
札
幌
保
健
医
療
大（
札
幌
市
）、

秋
田
公
立
美
術
大（
秋
田
市
）、
岡
崎
女
子

大（
愛
知
県
岡
崎
市
）の
4
年
制
大
学
へ
の

設
置
認
可
を
答
申
し
た
。
大
臣
は
、「
こ

れ
以
上
大
学
が
必
要
な
の
か
、
大
学
の
設

置
認
可
手
続
き
を
厳
格
化
す
る
。
答
申
の

あ
っ
た
3
大
学
は
不
認
可
に
す
る
。」
と

発
言
し
た
。
審
議
会
は
今
年
の
4
月
、
平

野
博
文
前
文
部
科
学
大
臣
か
ら
諮
問
を
受

け
て
、
約
半
年
間
、
法
律
に
基
づ
い
て
慎

重
に
審
査
を
進
め
て
き
た
。
大
学
側
も
、

大
学
昇
格
に
必
要
な
設
備
、
教
授
等
の
準

備
を
進
め
、
認
可
間
違
い
な
し
と
い
う
前

提
の
下
で
、
来
春
の
学
生
募
集
を
始
め
る

手
は
ず
を
整
え
て
い
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

そ
こ
へ
降
っ
て
湧
い
た
よ
う
な
田
中
大
臣

の
不
認
可
発
言
で
あ
っ
た
。
不
認
可
と
言

わ
れ
た
大
学
は
法
的
手
段
に
訴
え
る
と
怒

り
を
露
わ
に
し
た
が
、
当
然
で
あ
る
。
現

在
の
大
学
問
題
は
、
①
東
京
に
大
学
が
集

中
し
す
ぎ
る
②
大
学
生
の
就
職
活
動
が
早

く
な
り
す
ぎ
、
勉
強
を
し
な
く
な
っ
た
③

地
方
の
大
学
へ
の
進
学
者
が
少
な
く
な

り
、
5
割
近
く
の
大
学
が
定
員
割
れ
で
経

営
が
厳
し
い
④
地
方
の
大
学
が
閉
鎖
に
追

い
込
ま
れ
れ
ば
地
方
の
文
化
、
教
育
に
深

国
連
ア
ジ
ア
極
東
経
済
委
員
会
１
９
６
９
年
報

告
書
で
尖
閣
諸
島
周
辺
に
地
下
資
源
が
大
量
に
埋

蔵
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
公
表
さ
れ
て
か

ら
、
中
国
が
に
わ
か
に
尖
閣
は
わ
が
国
の
領
土
で

あ
る
と
主
張
を
始
め
た
。
最
近
で
は
中
国
漁
船
に

よ
る
海
上
保
安
庁
の
監
視
船
へ
の
体
当
た
り
、
そ

し
て
香
港
の
活
動
家
に
よ
る
上
陸
な
ど
、
尖
閣
を

め
ぐ
っ
て
中
国
と
緊
張
が
高
ま
っ
て
き
た
。
今
年

の
4
月
、
石
原
都
知
事
が
東
京
都
で
尖
閣
を
買

い
取
る
構
想
を
発
表
、
買
い
取
る
た
め
の
寄
付

金
を
募
っ
た
。「
尖
閣
を
平
穏
か
つ
安
定
的
に
管

理
す
る
」
状
態
に
し
て
お
く
こ
と
が
、
我
が
国
の

基
本
方
針
に
な
っ
て
い
る
。
も
し
、
東
京
都
が
所

有
し
、
そ
こ
に
構
造
物
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
中
国
と
の
緊
張
感
は
一
挙
に
高
ま
る
と
し

て
、
9
月
11
日
国
が
買
い
取
っ
た
。

果
た
し
て
ア
メ
リ
カ
頼
り
で
い
い
の
か

政
府
が
買
い
取
っ
て
以
来
、
中
国
の
漁
業
監
視

船
、
海
洋
監
視
船
が
連
日
、
わ
が
国
領
海
の
接
続

水
域
を
航
行
、
さ
ら
に
我
が
国
の
領
海
に
頻
繁
に

入
っ
て
示
威
行
為
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
今
後
何

年
、
い
や
何
十
年
こ
ん
な
状
態
が
続
く
か
も
知
れ

な
い
。
正
に
中
国
と
日
本
の
我
慢
比
べ
、
力
比
べ

で
あ
る
。
我
が
国
は
尖
閣
諸
島
を
有
効
に
支
配
し

て
い
る
と
安
心
し
て
い
る
が
、
中
国
が
突
然
武
力

で
尖
閣
を
占
領
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
日
米
安
保

条
約
で
尖
閣
諸
島
も
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
わ
が
国

の
防
衛
範
囲
に
入
っ
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
と
思
っ

て
い
て
は
楽
観
的
す
ぎ
る
。
そ
ん
な
事
態
に
な
れ

ば
、
先
ず
海
上
自
衛
隊
が
中
国
軍
と
戦
っ
て
尖

閣
か
ら
中
国
軍
を
追
い
返
す
努
力
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
米
粒
ほ
ど

の
島
の
た
め
に
、
ど
う
し
て
ア
メ
リ
カ
軍
が
動

い
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。

尖
閣
は
中
国
も
認
め
た
わ
が
国
固
有
の
領
土

１
９
５
３
年
1
月
8
日
の
人
民
日
報（
共
産

党
機
関
紙
、
中
国
政
府
の
公
式
見
解
を
掲
載
）

で
は
は
っ
き
り
と
尖
閣
は
日
本
の
領
土
で
あ
る

と
述
べ
て
い
る
。
１
９
６
０
年
発
行
の
中
国
地

図
出
版
社
に
も
尖
閣
は
琉
球
群
島
に
属
す
る
と

扱
わ
れ
て
い
る
。
尖
閣
諸
島
は
日
清
戦
争（
明

治
27
年
）以
前
に
日
本
国
に
編
入
さ
れ
て
お
り
、

明
治
以
来
中
国
政
府
も
認
め
て
い
る
日
本
固
有

の
領
土
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
国
際
政
治
は
ま

さ
に
力
の
関
係
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ

る
。
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
自
ら
の
領

土
は
、
自
ら
が
守
る
気
概
を
、
自
衛
隊
、
国
民

が
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

10
月
29
日
、
臨
時
国
会
が
召
集
さ
れ
た
。

そ
れ
に
伴
い
各
議
員
の
所
属
委
員
会
も
新
し
く

な
っ
た
。
二
ノ
湯
議
員
は
決
算
委
員
会
の
筆
頭

理
事
候
補
、
消
費
者
問
題
特
別
委
員
会
の
筆
頭

理
事
候
補
に
選
任
さ
れ
た
が
、
参
議
院
で
は
先

の
臨
時
国
会
で
野
田
首
相
の
問
責
決
議
案
を
可

決
し
た
た
め
に
、
委
員
会
は
開
か
れ
ず
、
候
補

の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
も
し
解
散
に
な
れ
ば
、

一
度
も
委
員
会
を
開
か
ず
、
次
期
国
会
で
は
、

違
っ
た
委
員
会
所
属
に
な
る
可
能
性
が
高
い
。

刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
な
ど
で
あ
る
。
野
田

内
閣
の
前
文
科
大
臣
が
諮
問
し
た
の
を
同

じ
内
閣
の
文
科
大
臣
が
そ
れ
に
反
対
す
る

と
は
、
全
く
理
解
に
苦
し
む
。
自
分
な
り

の
考
え
が
例
え
あ
っ
た
と
し
て
も
、
前
任

者
に
経
緯
を
聞
い
て
判
断
す
る
の
が
、
仕

事
を
進
め
る
上
で
の
常
識
で
あ
る
。
田
中

真
紀
子
大
臣
は
野
田
改
造
内
閣
の
目
玉
閣

僚
と
言
わ
れ
て
い
た
。
反
面
個
性
が
強

く
、
独
断
と
偏
見
で
仕
事
を
す
る
の
で
、

大
き
な
失
敗
や
失
言
を
す
る
の
で
は
な
い

か
と
心
配
さ
れ
て
い
た
が
、
早
々
に
失
態

を
犯
し
た
。
田
中
文
科
大
臣
は
よ
う
や
く

自
分
の
判
断
の
ミ
ス
に
気
が
付
き
、
11
月

7
日
の
衆
議
院
文
部
科
学
委
員
会
で
「
3

大
学
の
新
設
に
つ
い
て
は
現
行
制
度
に

の
っ
と
り
適
切
に
対
応
す
る
」
と
答
弁

し
、
不
認
可
を
撤
回
し
た
。
突
然
の
不
認

可
か
ら
認
可
ま
で
の
1
週
間
、
学
校
関
係

者
、
文
部
科
学
省
の
役
人
は
我
が
ま
ま
な

暴
走
大
臣
に
振
り
回
さ
れ
た
。
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谷
垣
前
総
裁
も

激
励
に
駆
け
つ
け
る

二ノ湯自民党府連会長より
推薦状を受け取る堀明人氏

谷
垣
前
総
裁
を
囲
む
勉
強
会
発
足

二
ノ
湯
参
議
院
議
員
も
参
加

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

宇
治
市
長
選
、

自
民
堀
氏（
前
議
長
）を
擁
立

市
長
与
党
分
裂
、
対
決
型
選
挙
に 谷垣、伊吹両衆議院議員と4新人候補、京都市役所前

谷
垣
禎
一
衆
議
院
議
員
は
先
の
自
民
党
総
裁

選
挙
へ
の
出
馬
を
断
念
し
た
が
、
谷
垣
氏
を
支

持
し
て
い
た
議
員
が
中
心
と
な
っ
て
、
純
粋
な

勉
強
会
を
立
ち
上
げ
た
。
今
回
の
総
裁
選
挙
に

出
馬
を
諦
め
て
、
谷
垣
氏
の
総
理
総
裁
の
座
が

遠
く
な
っ
た
と
は
言
え
、
人
間
谷
垣
氏
の
純
で

高
潔
、
し
か
も
識
見
豊
か
な
人
間
性
に
は
全
く

変
わ
り
が
な
い
。
谷
垣
氏
を
慕
う
人
間
が
相
集
っ

て
勉
強
会
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。
11
月
6
日

に
発
会
式
が
あ
り
、
勉
強
会
の
名
称
が
「
有
隣

会
」
と
命
名
さ
れ
た
。
本
当
に
徳
の
あ
る
人
は
、

孤
立
し
た
り
、
孤
独
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
な

い
。
中
国
の
古
典
・
論
語
の
「
徳
は
孤
な
ら
ず
、

必
ず
隣
あ
り
」
が
出
典
の
根
拠
で
あ
る
。。
衆

議
院
議
員
14
名
、
参
議
院
議
員
3
名
の
計
17
名

で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
有
隣
会
は
派
閥
で
は
な
く
、

純
粋
な
勉
強
会
で
あ
り
、
派
閥
に
所
属
し
て
い

久
保
田
宇
治
市
長
は
、
市
議
会
最
終
日
の
10

月
16
日
、
次
期
市
長
選
に
は
出
馬
を
せ
ず
、
引

退
す
る
と
表
明
し
た
。
市
長
与
党
の
自
民
、
公

明
、
民
主
の
3
会
派
の
代
表
は
連
日
会
合
を
重

ね
、
次
期
市
長
候
補
者
の
選
定
作
業
を
行
っ
て

い
た
が
、
3
派
が
一
致
し
て
推
す
候
補
者
が
な

く
、
時
間
切
れ
と
な
っ
た
。
自
民
党
京
都
府
連

内
に
は
、
民
主
党
政
権
の
支
持
率
低
下
の
現
状

か
ら
考
え
、
し
か
も
総
選
挙
を
間
近
に
控
え
、

こ
の
際
、
与
党
会
派
統
一
候
補
に
こ
だ
わ
ら
ず

独
自
候
補
を
擁
立
し
、
民
主
党
と
堂
々
と
戦
う

べ
き
だ
と
い
う
声
が
、
強
く
な
っ
て
い
た
。
宇

治
支
部
で
は
市
会
議
員
が
中
心
と
な
っ
て
候
補

京
都
府
に
は
6
つ
の
小
選
挙
区
が
あ
る
が
、

自
民
党
は
現
在
2
、
3
、
4
、
6
区
の
小
選
挙

区
で
衆
議
院
議
員
が
不
在
で
あ
る
。
１
区
の
伊

吹
文
明
衆
議
院
議
員
も
前
回
の
選
挙
で
は
小
選

挙
区
で
敗
れ
、
比
例
復
活
で
議
席
を
獲
得
し

た
。
京
都
は
自
民
党
に
と
っ
て
非
常
に
厳
し
い

選
挙
情
勢
で
あ
る
。
自
民
党
は
今
回
、
2
区

（
上
中
康
司
）、
3
区（
宮
崎
謙
介
）、
4（
田
中

英
之
）、
6
区（
安
藤
裕
）の
4
つ
の
小
選
挙
区

で
公
募
方
式
を
採
用
し
て
支
部
長
を
決
定
し

た
。
候
補
者
に
決
定
し
て
か
ら
長
い
人
で
は
2

年
の
歳
月
が
経
過
、
各
支
部
長
は
肉
体
的
、
精

神
的
、
経
済
的
に
限
界
に
近
づ
い
て
お
り
、
一

日
も
早
い
解
散
、
総
選
挙
を
待
ち
望
ん
で
い

た
。
各
支
部
長
は
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
区
で
日
常

者
選
定
を
急
い
で
い
た
が
、
11
月
5
日
役
員
会

を
開
き
、
最
終
的
に
投
票
で
決
着
、
堀
明
人
議

長
を
候
補
者
と
し
て
決
定
し
た
。
民
主
党
も
山

本
正
府
会
議
員
を
擁
立
、
対
決
型
選
挙
の
様
相

と
な
っ
て
き
た
。
ま
た
新
人
同
志
が
市
長
の
座

を
争
う
選
挙
は
16
年
ぶ
り
と
な
る
。
堀
氏
は
49

才
。
平
成
12
年
に
市
議
会
に
初
当
選
、
現
在
3

期
目
で
あ
る
。
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
の

委
員
長
を
務
め
、
昨
年
の
5
月
に
議
長
に
就
任

し
た
。
高
校
で
野
球
選
手
と
し
て
活
躍
、
甲
子

園
に
出
場
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
だ
け
あ
っ
て
、

明
る
く
、
開
放
的
、
し
か
も
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な

人
柄
で
誰
か
ら
も
好
か
れ
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。

宇
治
市
は
伝
統
的
に
旧
民
社
党
、
今
は
民
主
党

が
非
常
に
強
い
地
域
で
あ
る
。
民
主
党
の
評
判

が
悪
い
と
い
っ
て
も
自
民
党
に
と
っ
て
そ
う
簡

活
動
を
繰
り
広
げ
て
い
る
が
、
時
に
は
4
人
が

揃
っ
て
街
頭
に
立
っ
て
、
自
民
党
の
政
策
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
も
あ
る
。
今
月
に
入
り
、
年

内
総
選
挙
の
可
能
性
が
高
く
な
り
4
人
の
新
人

候
補
者
の
活
動
も
一
段
と
熱
を
帯
び
て
き
た
。

11
月
12
日
、
4
人
は
早
朝
か
ら
行
動
を
開
始
、

近
鉄
大
久
保
駅
、
京
都
タ
ワ
ー
前
、
四
条
河
原

町
、
京
都
市
役
所
前
の
4
か
所
で
、
街
頭
演
説

を
し
た
。
前
夜
よ
り
京
都
入
り
し
て
い
た
谷
垣

禎
一
前
総
裁
、
そ
し
て
伊
吹
文
明
衆
議
院
議
員

も
仲
間
に
入
り
、
最
近
の
政
局
に
つ
い
て
演
説

し
、
併
せ
て
4
人
の
新
人
候
補
へ
の
支
援
を
訴

え
た
。
京
都
で
勝
利
す
れ
ば
、
政
権
奪
還
間
違

い
な
し
と
の
信
念
で
4
人
の
新
人
支
部
長
は
日

夜
頑
張
っ
て
い
る
。

単
に
牙
城
を
崩
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
自
民
党

は
総
選
挙
と
連
携
し
て
総
力
を
あ
げ
て
、
市
長

選
挙
に
臨
む
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

る
人
も
あ
り
、

二
重
在
籍
を
認

め
て
い
る
。
二

ノ
湯
議
員
も
参

議
院
平
成
研

に
所
属
し
な
が

ら
、
こ
の
会
に

も
参
加
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

今
後
、
月
1
回

の
ペ
ー
ス
で
勉

強
会
を
す
る
。

堀
明
人
氏
の
略
歴

昭
和
38
年
5
月
生
れ
。
東
宇
治
中
学
校
、

宇
治
高
等
学
校
、
大
阪
産
業
大
学
卒
。
府
連

青
年
局
次
長
、
宇
治
支
部
幹
事
長
を
歴
任
。

新人 4支部長支援の街頭演説会
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自
民
党
の
新
し
い

ポ
ス
タ
ー
が
完
成

選
挙
期
間
中
も
貼
る
こ
と
可
能

一
、
石
原
慎
太
郎
氏
が
知
事
の
座
を
な
げ
う
っ

て
新
党
設
立
に
立
ち
上
が
っ
た
。
今
の
政
界
の

実
情
を
見
る
に
付
け
、
止
む
に
止
ま
れ
ぬ
心
境

な
の
か
も
知
れ
な
い
。
80
才
か
ら
の
旗
揚
げ
に

色
々
批
判
が
あ
っ
て
も
、
簡
単
に
出
来
る
こ
と

で
は
な
い
。

一
、
日
本
の
首
都
東
京
。
こ
こ
の
知
事
に
誰
が

座
る
の
か
、
誰
も
が
注
目
し
て
い
る
。
石
原
慎

太
郎
と
い
う
個
性
豊
か
で
、
知
名
度
抜
群
の
後

だ
け
に
、
後
継
の
人
は
や
り
に
く
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
財
政
豊
か
で
、
存
在
感
の
あ
る
東
京

の
知
事
は
魅
力
が
あ
る
。

一
、
鹿
児
島
3
区
の
衆
議
院
補
欠
選
挙
は
、
自

民
党
公
認
候
補
が
接
戦
を
制
し
た
。
私
も
鹿
児

島
に
入
っ
た
。
当
初
圧
倒
的
な
差
で
勝
つ
の
だ

と
党
首
脳
は
意
気
込
ん
で
い
た
が
、
そ
う
は
な

ら
な
か
っ
た
。
自
民
党
に
風
が
吹
い
て
い
る
と

は
決
し
て
思
え
な
い
。

一
、
ド
ラ
ム
缶
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
詰
め
さ
れ
た

遺
体
が
見
つ
か
っ
た
。
被
疑
者
と
し
て
角
田
美

代
子
被
告
が
逮
捕
さ
れ
た
。
角
田
被
告
の
周
辺

の
人
々
が
遺
体
で
見
つ
か
り
、
今
な
お
行
方
不

明
の
人
達
が
い
る
。
平
成
の
鬼
女
・
角
田
美
代

子
の
目
的
は
何
か
、
彼
女
は
ど
ん
な
女
か
。

一
、「
近
い
う
ち
に
と
い
う
の
は
、
近
い
う
ち

に
食
事
で
も
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
軽
い
も
の

で
は
な
い
と
野
田
首
相
が
答
弁
し
、
解
散
の
意

思
を
固
め
た
と
思
っ
た
ら
、
足
下
の
民
主
党
か

ら
解
散
反
対
の
大
合
唱
。
一
体
こ
の
党
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
と
疑
い
た
く
な
る
。

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動をご
支援いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張に
ご賛同いただき、ご入会下さいますようお
願い申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1万円

入会申込・お問い合わせ先

二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

宇
治
市
議
補
欠
選
挙

自
民
、
初
の
女
性
候
補
を
擁
立

「日本真生塾」　第26回・第27回例会のお知らせ

平成24年12月17日㈪　18時～20時
平成24年11月26日㈪　18時～21時

場所：龍谷大学アバンティ響都ホール（京都駅八条口前アバンティ9Ｆ）

＜お問い合わせは事務局へ＞（担当：近藤）

★今後のテーマは「戦後の日本」について進めてまいります。

TEL：050－7544－4018　メール：nihonsinseijuku＠yahoo.co.jp

12月例会後、忘年懇親会開催
（場所詳細はホームページにてお知らせ、
もしくはお電話かメールでお問い合わせください。）

内容・年会費など詳しくはホームページをご覧ください。日本真生塾 で検索。　
日本真生塾　塾長　岡本幸治

自
民
党
は
新
執
行
部
発
足
に
と
も
な
い
、
安

倍
総
裁
、
石
破
幹
事
長
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
の
ポ

ス
タ
ー
を
作
成
し
た
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
総
選

挙
の
公
示
日
前
日
ま
で
に
貼
れ
ば
、
選
挙
期
間

中
も
貼
っ
て
お
く
こ
と
が
出
来
る
。
も
し
貼
っ

て
下
さ
る
方
が
あ
れ
ば
、
二
ノ
湯
事
務
所
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

堀
明
人
前
宇
治
市
議
会
議
長
の
市
長
選
挙
出

馬
に
よ
る
欠
員
を
埋
め
る
市
議
会
議
員
補
欠
選

挙
が
市
長
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
る
。
今
回

の
市
長
選
挙
は
自
民
、
民
主
の
対
立
型
選
挙
で

あ
り
、
市
長
選
を
勝
ち
抜
く
た
め
に
も
自
民
党

と
し
て
後
継
者
を
是
が
非
で
も
立
て
る
必
要
が

あ
る
。
自
民
党
宇
治
支
部
は
候
補
者
選
考
を
急

い
で
い
た
が
、
松
岡
育
子（
33
才
）氏
を
擁
立
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
松
岡
氏
は
関
西
学
院
大
学

商
学
部
を
卒
業
、
現
在
宇
治
市
妙
楽
に
在
住
。

女
性
の
視
点
で
福
祉
、
商
店
街
の
活
性
化
な
ど

に
取
り
組
み
た
い
と
意
欲
を
燃
や
し
て
い
る
。

支
部
と
し
て
は
初
の
女
性
候
補
で
あ
る
。

「えとす」購読のお願い

口座名：みんなで政治を考える会

ホームページを開設いたしました

毎月一回の発行です。
月刊誌「えとす」は

毎月ご希望の方は、郵便口座振替にて、
ぜひお申し込み下さい
年間購読料　1200円

郵便振替口座　01000－4－62360

二ノ湯さとし事務所
電話　075-315-2228

̶　お問い合わせ先　̶

http://www.ninoyusatoshi.com

二ノ湯さとし後援会

TEL(075)315-2228
FAX(075)315-2310

◇申込先　後援会役員または
二ノ湯さとし京都事務所まで

参議院議員

新春招福バスツアー

第26回　伊勢神宮初詣
来年式年遷宮を迎える年を節目に

後援会の伊勢神宮初詣は最後とさせていただきます。
遷宮記念の年として、

多数ご参加頂きますよう宜しくお願い致します。

※詳細は同封のチラシをご覧ください。


